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1 KNPとは
KNPは日本語文の構文解析を行うシステムです．形態素解析システムの解析結果 (形態
素列)を入力とし，それらを基本句 (後述)および文節単位にまとめ，それらの間の係り受
け関係を決定します．また，自動獲得した格フレームに基づき，格関係および照応関係の
解析も行います．
以下に典型的な使用例を示します．

% cat test

格文法は本質的に統語規則と意味規則を共存させた文法であり，日本語
の解析に広く用いられている．

% juman < test | knp

　　　　　　　　　　　　　　格文法は──┐　
　　　　　　本質的に──┐　　　　　　　│　
統語規則と ⟨P⟩─┐　　　│　　　　　　　│　

意味規則を ⟨P⟩─ PARA──┤　　　　　　　│　
　　　　　　　　　共存させた──┐　　　│　
　　　　　　　　　　　　文法であり，──┤　
　　　　　　　　　　日本語の──┐　　　│　
　　　　　　　　　　　　　　　解析に──┤　
　　　　　　　　　　　　　　　　広く──┤　
　　　　　　　　　　　　　　用いられている．

このシステムの特徴は次のような点にあります．

• 句の並列 (「～と～」)，節の並列 (「～し，～する」)などを文節の類似性を調べて
取り出す機能，例外的な文節の振る舞いを個別に記述できる機能などをもっている．

• 大規模Webテキストから自動構築した格フレームに基づき，構文・格構造のもっと
もらしさを確率的に評価する機能をもっている．

• これらの機能を用いて，一意の解析結果を (できるだけ正しく)求めるという立場を
とっている．現在のところ複数解を出力するオプションはない (改良の予定)．

• 基本的には，このシステムの上でユーザが独自の文法を構築することは想定してい
ない．しかし，ユーザによるある程度の文法修正は可能である．

京都大学黒橋・河原研究室では現在もシステムの改良を継続的に行っており，ユーザの
皆様からの問題点の指摘を歓迎いたします (連絡先 : nl-resource@nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp)．

2 インストール方法
KNPは以下のツール・辞書を用いますので，あらかじめご用意ください．

1. JUMAN 7.0以上
(http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/index.php?日本語形態素解析システム JUMAN)
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2. zlibライブラリ
(http://zlib.net/)

※多くのOSに標準でインストールされています

3. CRF++

(http://crfpp.sourceforge.net/)

4. Perl

(http://www.perl.com/)

※多くのOSに標準でインストールされています

1は，テキストを形態素列に変換するプログラムで，KNPはこのプログラムの出力を入力
とします．2は，辞書データベースを構築するために必要です．3は，固有表現解析を行
う場合に必要となります．4は，ルールファイルを修正，更新する場合に必要となります．

2.1 Unix系OSにおけるインストール方法

KNPのインストールは以下の手順で行います．

1. knp-4.1.tar.gzを展開し，knp-4.1ディレクトリに移動する．

2. ‘./configure’を実行する．
‘./configure’にオプションを与えることにより，インストール先やコンパイルオプ
ションなどを変更することができる．詳細は，同梱の INSTALLまたは ‘./configure

--help’ の出力を参照のこと．

3. ‘make’を実行する．
KNPシステムのコンパイルと辞書の構築が行われる．

4. (rootで)‘make install’を実行する．
KNP システムと辞書がインストールされる．インストールされる場所は以下の
とおりである．$PREFIXは，デフォルトでは/usr/localであるが，‘./configure

--prefix’で設定できる．
$PREFIX/bin/knp 実行ファイル
$PREFIX/share/knp/dic/ 辞書
$PREFIX/share/knp/rule/ ルール
$PREFIX/etc/knprc 設定ファイル
$PREFIX/share/knp/doc/manual.pdf マニュアル
$PREFIX/libexec/knp/ 辞書作成プログラム

2.2 Windowsにおけるインストール方法

knp-4.1.exeを実行し，表示される指示に従ってインストールを行います．以下のファ
イルがインストールされます．$PREFIXは，デフォルトでは C:YProgram FilesYknpで
すが，インストール途中で設定できます．
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$PREFIXYknp.exe 実行ファイル
$PREFIXYdic 辞書
$PREFIXYrule ルール
$PREFIXYmanual.pdf マニュアル

Windows版は，UNIX版とは異なり，入出力，辞書およびルールファイルの文字コード
は SJISとなっています．

3 利用方法
3.1 コマンドラインからの利用方法

KNPの入力は，形態素解析システム JUMANの解析結果です．以下に典型的な利用方
法を示します．

% cat test

格文法は本質的に統語規則と意味規則を共存させた文法であり，日本語
の解析に広く用いられている．

% juman < test | knp

　　　　　　　　　　　　　　格文法は──┐　
　　　　　　本質的に──┐　　　　　　　│　
統語規則と ⟨P⟩─┐　　　│　　　　　　　│　

意味規則を ⟨P⟩─ PARA──┤　　　　　　　│　
　　　　　　　　　共存させた──┐　　　│　
　　　　　　　　　　　　文法であり，──┤　
　　　　　　　　　　日本語の──┐　　　│　
　　　　　　　　　　　　　　　解析に──┤　
　　　　　　　　　　　　　　　　広く──┤　
　　　　　　　　　　　　　　用いられている．

KNPでは，「基本句」を単位にして解析しています．基本句とは，京都大学テキストコー
パスに含まれる格関係，照応・省略関係，共参照タグ付きコーパスにおいて各種関係を付
与している単位です．基本句は，基本的に自立語一語を核として，その前後に存在する接
頭辞，接尾辞，助詞，助動詞などの付属語をまとめたもので，文節と同じかその一部です．
現在のKNPでは，文節内の基本句間の係り受けは扱っておらず隣に係るように解析され
ます．
KNPには以下のオプションがあります．

• 解析のレベルの指定
-bnst 形態素列を文節列に変換する
-dpnd さらに，文節間の係り受け解析を行う
-case (default) さらに，格関係の解析を行う
-anaphora さらに，照応関係の解析を行う
-ne さらに，固有表現の解析を行う
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• 解析結果の表示の指定
-tab 表形式による表示
-simple 出力を少なくした表形式による表示
-td 「解析結果汎用表示ツール」1に対応した表示
-tree (default) 木構造による表示
-bnsttab 文節の表形式による表示
-bnsttree 文節の木構造による表示
-sexp リスト形式による表示

• 解析結果の出力情報の指定
-normal (default) 最終的解析結果だけを表示
-detail 係り受けの可能性行例，文節間の類似度行列なども表示
-debug さらに詳しい解析途中段階の情報の表示

• その他
-cf-cache 格フレームをキャッシュする (10%程度解析が速くなりますが，

大量 (10GB程度)のメモリが必要になります)

3.2 Perlからの利用方法

Perlモジュール “KNP”を用いることにより，PerlからKNPを利用することができます．

• インストール方法

KNPを展開したディレクトリにある perlディレクトリに移動し，次の手順を実行
します．

1. perl Makefile.PL

2. make

3. (rootで) make install

• 使用例

プログラムの例を以下に示します．このプログラムを実行すると，「この文を形態素
解析してください．」という文の解析結果が表示されます．

use KNP;

$knp = new KNP;

$result = $knp->parse( "この文を構文解析してください．" );

print $result->all();

詳細は ‘perldoc KNP’の実行結果を参照してください．
1http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/nl-resource/tabledisplay/index.cgi
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4 解析過程の概要
KNPは，JUMANの出力形態素列 (同形異義語を含む)を入力とし，以下のような処理
を行います．

1. 同形異義語を処理し，一意の形態素列に変換します (次節参照:mrph homo.rule)．

2. 各形態素に対して，その働きを示す種々のマーク (feature)を与えます．辞書的情報，
文節にまとめるための自立語・付属語の例外的情報などです (mrph basic.rule)．

3. 形態素に与えられた featureにしたがって，形態素列を文節列に変換します．

4. 各文節に対して，その働きを示す featureを与えます．用言，体言，ガ格，ヲ格，並列
構造の可能性などの featureです (bnst basic.rule, bnst type.phrase, bnst etc.rule)．

5. 文中に並列構造の可能性を示す表現があれば，その前後で類似する文節列を検出し，
それを並列構造の範囲とします．

6. (並列構造がある場合は，その検出された範囲と矛盾しないように) 文全体の係り受
け構造の候補をつくり出します (kakari uke.rule)．

7. つくり出された各候補を評価し，もっとも優先的なものを解として出力します．評
価は，自動獲得された格フレームに基づき，述語項構造を評価することによって行
います．

5 文法の記述
文法を記述するファイルの形式には，phrase, rule, dataの 3種類あります．人が記述す
るのは phraseまたは rule形式で，KNPは data形式を読み込みます．phrase形式のファ
イルは phrase2rule.plプログラムを用いて rule形式に変換し，rule形式は rule2data.plプ
ログラムを用いて data形式に変換します2．
phrase形式と rule形式の違いはルールの書きやすさで，phrase形式の方が人にとって
書きやすい書式となっています．rule形式のファイルはリスト形式で記述しますが，その
ルールの使用目的によって書式が異なり，同形異義語，形態素，文節・基本句，係り受け
の 4種類があります．文節・基本句ルールは，文節と基本句の両方に対して適用すること
ができます．KNPが用いているルールファイルは以下のとおりです．

2これらの変換は rule ディレクトリで ‘make’を実行することによって行われます．なお配布パッケージに
は data形式ファイルも含まれているので，文法の変更を行わない場合は何もする必要はありません．
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ファイル形式 ルール書式
mrph homo.rule rule 同形異義語
mrph filter.rule rule 形態素
mrph auto dic.rule rule 形態素
mrph basic.rule rule 形態素
mrph ne.rule rule 形態素
bnst basic.rule rule 文節・基本句
bnst type.phrase phrase (文節・基本句)

bnst etc.rule rule 文節・基本句
modality.rule rule 文節・基本句
clause function phrase (文節・基本句)

case analysis.rule rule 文節・基本句
tag after dpnd and case rule 文節・基本句
tag postprocess rule 文節・基本句
kakari uke.rule rule 係り受け

まず，rule形式のルール記述に用いられる featureパターン，形態素パターン，文節・基
本句パターンについて説明します．次に，同形異義語，形態素，文節・基本句，係り受け
の 4つのルール書式について説明します．最後に phrase形式のルール記述について説明
します．

5.1 featureパターン

形態素，基本句，文節には featureの集合が与えられます．たとえば「彼は」という文
節には

{<体言> <提題> <係:未格>}

というような feature集合が与えられます3．
featureパターンはこのような feature集合に対するパターンで，featureの積和標準形
で与えます．また feature名の直前にˆをつければ featureの否定，すなわちその feature

が feature集合に含まれないということを指定できます．たとえば

((体言 提題)(体言 ^時間))

は，⟨体言 ⟩，⟨提題 ⟩という featureをともに含むか，あるいは ⟨体言 ⟩という featureを
含み ⟨時間 ⟩という featureを含まない feature集合とマッチします．

5.2 形態素パターン

形態素パターンは，任意の形態素とマッチすることを示す
3featureの中に Tで始まるものがありますが，これはルール記述をコンパクトにするために一時的に与え

る featureで，解析結果の出力には表示されません．
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?

あるいは，具体的に

[ 品詞 品詞細分類 活用型 活用形 語彙 featureパターン ]

という形で指定します．[· · ·]の直前にˆを付与することで，具体的に指定した形態素以外
のもの，というパターンを表現することもできます．品詞，細分類，活用型，活用形，語
彙はそれぞれ

具体的指定 — 名詞，など
具体的指定のリスト — (名詞 動詞) など
∗ (任意であることを示す)

のいずれかで (品詞体系などは JUMANに従う)，この場合にも直前にˆを付加することで
具体的に指定したもの以外とマッチすることを指定できます．featureパターンは上で説
明した featureの積和標準形で，形態素に与えられている feature集合に対する条件となり
ます．形態素パターンにおいて，ある部分から後ろがすべて ∗ で，featureパターンの条
件もない場合は，それらを省略することができます．
例えば以下のような指定が可能です．

[ 動詞 * * * ( する できる ) ] ; 動詞「する」または動詞「できる」
^[ 動詞 * * * ( する できる ) ] ; 動詞「する」，動詞「できる」以外
[ 動詞 * * * ^( する できる ) ] ; 「する」，「できる」以外の動詞
[ (名詞 副詞) * * * * ((漢字)) ] ; <漢字>という featureをもつ名詞または副詞
[ 動詞 * (サ変動詞 カ変動詞) ] ; 動詞で，活用型がサ変動詞またはカ変動詞のもの

さらに，具体的な形態素指定または ? の直後に ∗ を付加すると，それらの 0回以上の
繰り返しとマッチ可能であることを示します．例えば，

?*

は任意の形態素列と，

[ 助詞 ]*

は任意の助詞列とマッチします．(注: ∗は形態素内部の指定では任意のものとのマッチを，
外部では条件の繰り返しを指定し，働きが異なる．)

5.3 文節・基本句パターン

文節・基本句パターンは，任意の文節もしくは基本句 (以下では，単に文節と記述しま
すが，基本句も同様です)とマッチすることを示す

?

あるいは，具体的に
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< (形態素パターン列) featureパターン >

という形で指定します．形態素パターン列は文節を構成する形態素列に対するパターン
で，featureパターンは文節がもつ feature集合に対するパターンです．さらに，具体的な
文節指定または ? の直後に ∗ を付加すると，それらの 0回以上の繰り返しとマッチ可能
であることを示します．
たとえば，

< (?* [助詞 * * * と] [助詞 * * * も]* [特殊 読点]* ) ((用言)) >

というパターンは，「～と」，「～とも，」などの形態素列で，⟨用言 ⟩という featureを持つ
文節にマッチします．
なお，形態素パターンを囲む括弧は [ ]，文節パターンを囲む括弧は< >としています
が，これはルールの読みやすさのためのもので，KNP はこれらを ( )に変換した data形
式のファイルを参照します．

5.4 同形異義語ルール

同形異義語は，mrph homo.ruleに与えられた次の形式のルールによって処理されます．

( ( 形態素パターン列 ) ( 形態素パターン 1 形態素パターン 2 · · · 形態素パター
ン n ) ( 形態素パターン列 ) feature列 )

最初の要素は処理対象としている形態素の左側の形態素列に対するパターン，2 番目の要
素は，処理対象としている形態素に対する同形異義語パターンで，それらと 1対 1対応の
マッチングがとれる場合に適用されます．3番目の要素は処理対象としている形態素の右
側の形態素列に対するパターンです．この規則が適用されると，同形異義語の中から先頭
の形態素パターン 1にマッチした形態素が選択され，さらに，その形態素に feature列が
与えられます．
たとえば，

( ( ?* ) ( [動詞] [連体詞] ) 弱動詞 )

というルールは「ある」などの動詞と連体詞の同形異義語に適用され，動詞の解釈を優先
し，それに ⟨弱動詞 ⟩という featureを与えるという働きを持ちます．

5.5 形態素ルール

形態素に対する featureは次のような形のルールによって付与されます．

( ( 形態素パターン列 ) ( 形態素パターン ) ( 形態素パターン列 ) feature

列 )
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最初の要素は処理対象としている形態素の左側の形態素列に対するパターン，2番目の要
素は処理対象としている形態素自身に対するパターン，3番目の要素は処理対象としてい
る形態素の右側の形態素列に対するパターンです．これら全ての条件にマッチした場合，
その形態素に feature列が与えられます．
たとえば，

( ( [* * * 意志形] [助詞 * * * と] ) ( [動詞 * * * する] ) ( ) 付属 )

というルールは，左側に「しよう＋と」などの形態素列がある場合の動詞「する」に ⟨付
属 ⟩という featureを与えるためのもです．
このようなルールはmrph basic.ruleというファイルにまとめられており，入力の全形
態素に対して，ファイル中の全ルールの適用を試みます．

5.6 文節・基本句ルール

文節および基本句に対する featureは次のような形のルールによって付与されます．以
下において単に文節と記述しますが，基本句にも適用可能です．

( ( 文節パターン列 ) ( 文節パターン ) ( 文節パターン列 ) feature列 )

最初の要素は処理対象としている文節の左側の文節列に対するパターン，2番目の要素は
処理対象としている文節自身に対するパターン，3番目の要素は処理対象としている文節
の右側の文節列に対するパターンです．これら全ての条件にマッチした場合，その文節に
feature列が与えられます．
たとえば，

( ( )

( < ([動詞 * 母音動詞 基本形 できる] [助詞 * * * だけ]) > )

( < (?*) ((用言)) > )

弱用 )

というルールは，右側に ⟨用言 ⟩という featureをもつ文節があり，それ自身が「できる＋
だけ」という形態素列である文節に ⟨弱用 ⟩という featureを与えます．
文節の係り受けに関して重要な featureはbnst type.phrase(5.8節参照)で与えられていま
す．これら以外に文節の基本的な featureと例外的な featureはbnst basic.rule, bnst etc.rule

というファイルで与えられます．これらは，bnst basic.rule, bnst type.phrase, bnst etc.rule
という順に適用されます．なお，bnst type.phraseでは各文節に対してファイルの先頭か
ら順にルールの適用を試み，いずれかのルールが適用されればその文節に対する処理を終
了します．これら以外のルールファイルでは，全文節に対して，ファイル中の全ルールの
適用が試みられます．

5.7 係り受けルール

係り受けの規則は文節自身のパターンを指定するのではなく，これまでの規則によって
与えられている文節の feature集合に対して記述します．係り受けの規則は次の形で与え
ます．
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( 係り側 featureパターン
( [ 受け側 featureパターン 1 係り受けタイプ 1 ]

[ 受け側 featureパターン 2 係り受けタイプ 2 ]

· · ·
[ 受け側 featureパターン n 係り受けタイプ n ] )

係り受け停止 featureパターン
優先係り受け位置 )

係り側 featureパターンは係りの文節に対する featureパターン，受け側 featureパ
ターン iは受けの文節に対する featureパターン，係り受けタイプ iは，それらにマッチし
た係り文節と受けの文節間に与える係り受け関係を表します．係り受け関係としては並列
(P)，同格 (A)，それ以外 (D)の 3種類があります．
ある文節に対して係り先の文節を探す場合は，その文節と係り側 featureパターンがマッ
チする係り受け規則を探し，その規則のいずれかの受け側 featureパターンにマッチする
文節がないかどうかを，処理文節の直後の文節から順に調べます．この時，係り受け停止
featureパターンを「すでに (近くに)係り得る文節がある場合，そのパターンにマッチす
る文節 (停止文節)を飛び越えるような係り受け関係は考慮しない」というかたちで用いま
す．係り受け停止 featureパターンを指定しない場合はすべての文節が停止文節になりえ
る，すなわち係り得る文節が 1つみつかれば，それ以上他の (遠くの文節に係る)可能性を
考慮しない，ということを意味します．
優先係り受け位置は整数を指定し，1なら係り得る最も近い文節，2なら係り得る 2番
目に近い文節，−1なら係り得る最も遠い文節を優先的な係り先とします．
たとえば，

( ( (係:デ格 読点) (係:カラ格 読点) (係:マデ格 読点) )

( [ ( (用言:強) ) D ] )

( (レベル:C) (レベル:B’) )

2 )

という規則は，⟨係:デ格 ⟩と ⟨読点 ⟩，⟨係:カラ格 ⟩と ⟨読点 ⟩などの featureを持つ文節が
⟨用言:強 ⟩という featureを持つ文節にD(通常の係り受け関係)で係り，⟨レベル:C ⟩また
は ⟨レベル:B’ ⟩という featureを持つ文節があればそれ以上遠くの文節に係る可能性は考
慮せず，最優先されるのは係り得る 2番目に近い文節である，ということを意味します．

5.8 phrase形式

phrase形式は，文節ルールを人にとって読み書きやすい形で記述するためのもので，1

行 1ルールで，次のような書式になっています．

[前の文脈]自分自身 [後の文脈] FEATURE列

「前の文脈」は処理対象としている文節の左側の文節列に対するパターン，「自分自身」は
処理対象としている文節自身に対するパターン，「後の文脈」は処理対象としている文節
の右側の文節列に対するパターンです．これら全ての条件にマッチした場合，対象文節に
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FEATURE列が与えられます．パターンと FEATURE列の間には 1つ以上のタブを入れ
る必要があります．
たとえば，

書き [^次第‥] ID:～（次第）

というルールは，右隣に「次第」という文節があり，それ自身が連用形である文節に ⟨ID:

～（次第）⟩という featureを与えます．「書く」は予約語で動詞に汎化されます．̂ は文節
の先頭に，‥ は任意の形態素列にマッチします．記述の詳細は phrase2rule.plの冒頭部分
のコメントを参照してください．
phrase形式のファイルは phrase2rule.plによって rule形式に変換されます．この変換は，

PerlモジュールKNP.pmを通して juman/knpを用いて行いますので，phrase2rule.plを
実行するためには，juman，knp，KNP.pmをあらかじめインストールしておく必要があ
ります4．
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付録

A KNPの更新履歴
A.1 KNP 2.0からKNP 3.0への拡張点

Webテキストから自動構築した大規模格フレームを利用するようにしました．この格フ
レームに基づき構文・格構造を確率的に評価し，もっとも確率値が高い構文・格構造を出
力します．格フレームは，Webテキスト 16億文から構築したものを用いています．

A.2 KNP 3.0からKNP 4.0への拡張点

大きな変更点は以下のとおりです．

• 格フレーム辞書の大規模化

Webテキスト 70億文から自動構築した格フレームを使うようにした．

• 固有表現解析機能の追加

CRFを用いた系列ラベリングに基づく固有表現解析機能を追加した．

• 分布類似度の利用

並列構造解析における類似度計算に，従来利用していた分類語彙表に代わって，Web

テキスト 70億文から計算した分布類似度を使うようにした．

• UTF-8化

入出力の文字コードは，従来はEUC-JPであったが，UTF-8に変更した．それに伴
い，辞書，ルールファイル，knprcおよびソースコードの文字コードをUTF-8にし
た．これまでホームディレクトリに.knprcを置いていた場合は，このファイルの文
字コードを EUC-JPからUTF-8に変換する必要がある．

ただし，Windows版は従来と同じく，入出力，辞書およびルールファイルの文字コー
ドは SJISである．

A.3 KNP 4.0からKNP 4.1への拡張点

大きな変更点は以下のとおりです．

• 照応解析機能の追加

ルールに基づく共参照解析機能，格フレーム辞書に基づくゼロ照応解析機能，70億
文から構築した名詞格フレームに基づく連想照応解析機能を追加した．

• 固有表現解析の精度向上
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• 「解析結果汎用表示ツール」への対応

http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/nl-resource/tabledisplay/index.cgiで公開している「解
析結果汎用表示ツール」に対応した出力オプション”-td”を追加した．
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